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が

皆

さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
も
う

中

す
ぐ
プ

ロ
野
球

の
関
楽

で
す
。
今

堪

４

は
落
谷
監
寄
奔

い
る
ヤ

ロ
の
理

抑

と
を
期
待
し
た

い
で
す
ね
。
で
も
、
一一

ど
ん
な
大
験
軒

で
も
重
子
が
汚
理

”

し
な
く
て
は
排
て
ま
せ
ん
。
今
、　
一

回
公
で
は
午
企
制
友
夜
半
論
執
が
い

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
大
監
俳
と
”

垂
手
の
新
は
午
全
績
主
金
の
鍵
河
加

の
話
と
構
造
が
似
て
い
ま
す
。
　

「”

年
金
制
度
軟
革
の
政
府
衆
って
？
　
”帥

政
府

の
午
金
制
皮
夜
キ
寮

は

ハ
中

ッ
キ
リ
吉

っ
て
恐
綸

で
す
が
、

デ

中

キ
が
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後

の

”

雅
源
不
足
を
、
俗
付
顔

の
引
き
下

い

げ
、
保
険
料

の
引
き
上
げ

と

い
う
、
町

静

で
も
考

え

つ
く
よ
う
な
安
直

な

い

対
点

で
賄

お
う

と

い
う
も

の
で
す
報

象

は
増
枕

と

一
緒

で
す
。

困

っ
た

”

も

の
で
す
。

こ
れ
で
は
、
保
険
料

中

未
約
考

が
ま
す
ま
す
増

え
る

こ
と

抑

で
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

と
こ
ろ
で
、
も

っ
と
重
夫
な

こ

い

と
は
皆
さ
ん
の
績
立
会

の
軽
用
に

関
す
る
次
キ
寮
で
す
。
今
ま
で
は
、

”帥

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
な
ど
の
黒
Ｒ
な
施
帥

故
史
故
で
右
そ
に
な
っ
た
特
殊
法
抑

人
の
牛
金
福
祉
群
☆
団
が
鍵
用
し
中

て

い
ま

し

た

。

こ

れ

を

、

独

立

行

【

政
法
人
に
し
て
、
民
間
か
ら
理
事

中

長
を
■
え
入
れ
る
と
い
う
内
泰
で
”

す
。　
さ
て
、　
こ
れ
で
う
よ
く

い
く
“

で

し

ょ

う

か

。
　

　

　

　

　

　

　

　

，

理
事
侵
勝
太
監
督
？

塊
時
点

で
の
午
全
保
険
料

の
結

立
全
は
百
四
十
七
兆
円
で
す
。
ス

ゴ
イ
金
額
で
す
。

こ
れ
を
ひ
と
り

で
頼
か
る
理
事
兵

は
ス
ゴ
イ
鍵
用

手
旋
で
す
。
午
会
重
月
を
担
う
独

立
行
政
法
人
を
野
球
チ
ー
ム
に
翁

え
れ
ば
、
理
事
長
は
落
谷
監
体
や

二
監
体
を
は
る
か
に
し
の
ぐ
大
監

様

で
す
。
で
も
、
実
際
に
ブ
レ
ー

す
る
、

つ
ま
り
実
際
に
鍵
用
す
る

理
手
は
実
は
銀
行
や
証
券
会
社
で

す
。
今
友

の
夜
学
者

で
は
、
そ
の

鉦
狩
や
証
券
会
社
が
鍵
用
に
失
敗

し
て
も
、
監
軒
で
あ
る
理
事
長
に

安
仕
は
次
ば
な

い
よ
う
で
す
。
何

か
変
で
す
ね
。



棟
さ
ん
の
保
険
料
や
槍
立
全
、

さ
ら
に
は
雅
来

の
午
会
を
ど
う
す

る
の
か
。
童
晏
な
関
処
で
す
ｏ
今

後
の
国
会
審
執

で
成
し

い
執
論
を

行

っ
て
い
き
た
い
と
巡

い
ま
す
ｏ
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韓 橿繹の
―― 覚 I山 近週 の名店を続 々揺介し孝す J  ――

<今 回こ紹介するの勝、「E― 十卜L r―字ィンタ」これです>

日泰 寺 の 参道 入 り□か ら本 堂 に向 って 少 し進 む
と、右手 に、異国情緒漂 う店構 えの 「E一 十卜L r一手
ィング」 さんがみ えて きます。

ます気になったのが、このビーナ トレーディング
としヽうお店の名前の意味。ご主人の中川潔さんに聞
しヽてみました。「ビ…十Jこけ、インドのを神「叶守スA―
ティJが奪でたという楽器で、日本の琵琶に近いもの、
インド,ネパーfし、タイからの輸入鵜賞 ・集器を搬う当
店のいわば象徴なのだそうです。

当店が開店 したのは 1 9 9 4年 。かつてイ ン ド旅行
で現地の風物に魅せ られた中川さん、こうした品々

を日本の方にも紹介 したいとこのお店 を始め、現在
では、お店で品物 を売るだけではな く、毎週、民族
柴器の演害会も開催 して しヽるのだ とか。

当店では、お店でFH物を買ったお客様に干ャイの十…

直スがあるそうです。皆様お楽しみに !

年金改革など課題は山積み

帆 談言つてる場合じゃないてしょ
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